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1. 研究目的・背景
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1‐1. ヘアケア商品の現状
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2002年～2016年の15年間のヘアケア商品3種の支出金額推移である.

大きな変動はないが，500円前後の増減が見られた.シャンプー:増加，
ヘアリンス・ヘアトリートメント：増加，整髪・養毛剤*1 ：減少の傾向にある.

化粧行動の文化，化粧意識の社会性が高まっている.男女共通して，「魅力向上・
気分高揚」,「必需品・身だしなみ」,「効果不安」の3要因により，意識と行動が関連する.
化粧行動の一部として，ヘアケア・ヘアメイクが含まれている[1].

2013年
に着目



図2は北日本と東日本，西日本，沖縄・奄美で色分けしたものである.

1‐2. 2013年 日本の天候
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少雨・多照・高温東日本，西日本，沖縄・奄美

多雨・寡照・低温（冬から春）
北日本

2013年における日本の天候の特徴を挙げる[2].

 北日本では，冬から春にかけて年平均気温が低かった.
 低気圧や前線の影響を受ける.

： 年間日照時間が少なく，年間降水量が多い.
特に，日本海側で多かった.

 東日本，西日本，沖縄・奄美では，年平均気温が
高かった.

 春から秋にかけて高気圧に覆われていた.
: 晴れる日が多く，年間日照時間も多かった.
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1‐3. 2013年 支出金額

2013年のヘアケア商品の支出金額を四半期*2ごとに見た.

シャンプー及びヘアリンス・ヘアトリートメントは，第3四半期の支出が高くなっている.

一方，整髪・養毛剤は，第4四半期で支出が増加した.

 第3四半期は7～9月にあたり，「夏」は気温が上昇するため支出も多くなるのでは
ないか.



第3四半期(7～9月)の気温が高い時期に支出金額が増えている.
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1‐4. 研究目的

研究背景

日々の天候と密接な関わりがあるのではないかと考えられる.

ヘアケア商品に対する支出金額と都道府県の天候データを基に,

天候が及ぼすヘアケア商品の消費にはどのような関係があるのか
を明らかにする.

研究目的



2. 分析方法
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2‐1. データ概要

総務省 家計調査 2013年 総世帯 都道府県県庁所在地別
1世帯当たり品目別支出金額[5]

総務省 社会・人口統計体系 社会生活統計指標
－都道府県の指標－2015 自然環境[6]

（2013年調査データ）

データ概要

• シャンプー支出金額,ヘアリンス・ヘアトリートメント支出金額,
整髪・養毛剤支出金額,年平均気温,最高気温,最低気温,
年平均相対湿度,日照時間（年間）,降水量（年間）,快晴日,
降水日数（年間） 計11項目

項目
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※調査が行われていない4つの都道府県があったため，分析の対象外とした
(青森県・千葉県・神奈川県・山口県).そのため,43都道府県のデータ使い,分析する.

2‐2. 分析手順

S-PLUSで主成分分析を行い，求めた成分を用いてクラスター分析にかける.

そして，クラスターの解釈をする流れで進めていく.



3. 分析結果

2017年度 S-PLUS & Visual R Platform 学生研究奨励賞 11



3‐1. 主成分分析
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表1より，累積寄与率*3のおよそ70～80％を
占める第3主成分までをデータ読み取りにおける
指標とした*4.（成分5以降は省略.）
また，次頁の表2は，3つの主成分の構成を表し,
成分を読み取った結果である.
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3‐1. 主成分分析

• 降水日数,年平均相対湿度が上がると，日照時間,

最高気温, 快晴日が下がる関係にある.

• これは，2013年の「北日本の天候」と似ている.

第1主成分

• 降水量,最低気温,年平均気温の3つともが互いに
下がっている.

• これより，2013年の「東日本,西日本,沖縄・奄美の
天候」と類似している.

第2主成分

• シャンプー支出金額,ヘアリンス・ヘアトリートメント
支出金額,整髪・養毛剤支出金額は，一方が上がる
と，他の2つも上がることが分かる.

• この指標は，「ヘアケア商品」を指していると言える.

第3主成分
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3‐2. クラスター分析

主成分分析で求めた第1主成分，第2主成分，第3主成分のデータをもとに
3つのクラスターに分けた.(ward法・ユークリッド距離)
デンドログラムは図5のようになった.次頁に各クラスターの内訳を記載している.
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3‐2. クラスター分析

クラスター①は,28県，
クラスター②は9県，
クラスター③は5県の集まりとなった.
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3‐2. クラスター分析

各項目の平均値をクラスターごとにとり，3つの中で最も値が高くなるクラスターに分け,
その項目から地域の特徴を挙げた.その結果，以下のようになっている.
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3‐2. クラスター分析

クラスター②は，ヘアケア商品3種とも消費される都道府県である.
そして，都道府県のほとんどが「太平洋側」に分布している.太平洋側の
天候の特徴として，夏は晴天が多く見られることから，クラスター②の
特徴と一致している.



4. 考察
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4. 考察

 「紫外線」が強くなる ： 髪や頭皮は，紫外線の影響で日焼けし，ダメージを受ける.
そのため，頭皮専用エッセンスでダメージを補う.

 気温の上昇に伴って，「汗」をかく ： 顔や体と同様，汗をかくと，頭の毛穴にも汚れ
が溜まる.ヘアオイル・クレンジングを用いて汚れを取り除く.

クラスター②

クラスター②の特徴である「快晴日」に起こりうる2つの現象がヘアケア商品の
購買に関連すると考えた. また,需要があると予想されるヘアケア商品を提案する.
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4. 考察

 「湿度」が高い : 静電気が起きやすく,髪が広がってしまう.広がりを防ぐために
は,「保湿」効果のあるトリートメントで潤いを与える.

クラスター③

「多湿」かつヘアケア商品の消費が少ないクラスター③においても,消費者の
購買行動を促すことのできる現象が見られた.

ヘアケア商品を使うと,どのような効果が得られるか具体的にPRする.
⇒消費者の購買意欲を刺激する.



5. 今後の課題
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5. 今後の課題

 ヘアケア商品の消費が少ない都道府県にはどんな要因が関係しているのか.

・本研究で使用した11項目の天候データに加えて,風や日射量等,天候のさらに
細かなデータを合わせて「主成分分析」し,「クラスター分析」をかける.

・研究をより深いところまで詳しく分析することができる.

 10～12月はハロウィンや文化祭,クリスマスのようにイベントごとが集中して
いる.だから,整髪・養毛剤を使う頻度が高くなるのではないか.

・支出金額と天候の分析をさらに発展させていくために,「アンケート調査」で,     
消費者の購買行動に関するデータを得る.

・第4四半期(10～12月)に「整髪・養毛剤」の支出金額が上がる要因を明らかに
する.



参考文献
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＊1・・・整髪剤とは，ヘアワックスやスプレー等を指し，髪を整える商品.

養毛剤とは，今生えている髪の毛の脱毛を防ぎ，頭皮のコンディションを

整える商品.

＊2・・・第1四半期は1～3月,第2四半期は4～6月,第3四半期は7～9月,

第4四半期は10～12月とした.

＊3・・・寄与率とは，ある固有値の表すデータが全体のデータの何割を占めて

いるかを表したもの.
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＊4・・・主成分分析
Importance of components: 

                          Comp.1    Comp.2    Comp.3     Comp.4     Comp.5  

    Standard deviation 2.1173179 1.4483713 1.3068195 0.92511527 0.75290565 

Proportion of Variance 0.4075486 0.1907072 0.1552525 0.07780348 0.05153336 

 Cumulative Proportion 0.4075486 0.5982559 0.7535083 0.83131183 0.88284518 (Comp.6以下省略)

・主成分分析 散布図

Appendix


